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青 来 有 一

＊ 昭和３３年１２月１３日   長崎市生まれ

○  略 歴

昭和58年 長崎市役所就職
(25歳) この頃からワープロで少しずつ小説を書きはじめる

平成７年 「ジェロニモの十字架」で第８０回文学界新人賞受賞
(３７歳) 同作で第１１３回芥川賞候補となる

平成８年 「ウネメの家」で第１１５回芥川賞候補となる
(３８歳) 「泥海の兄弟」で第１１６回芥川賞候補となる

平成１１年 「信長の守護神」で第１２１回芥川賞候補となる
(４１歳)

平成１３年 「聖水」で第１２４回芥川賞受賞
(４３歳)

平成１9年 「爆心」で伊藤整文学賞、谷崎潤一郎賞受賞
(４９歳)

平成25年 「爆心」が「爆心 長崎の空」のタイトルで映画化される
(５５歳)

○  主な受賞歴

平成７年 第80回文学界新人賞 「ジェロニモの十字架」

平成１３年 第124回芥川賞 「聖水」

平成１３年 長崎県民表彰

平成１９年 第１８回伊藤整文学賞 「爆心」
第４３回谷崎潤一郎賞 「爆心」

○  その他の代表作

      夢の栓(平24)

      月夜見の島(平14)    　眼球の毛(平15)     てれんぱれん(平19)


